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対象期間
2022年度（2022年4月1日～2023年3月31日）
一部に2023年4月以降の活動などを含みます。

対象範囲
株式会社ニコンおよび連結子会社

対象範囲を示す文中の表記について
ニコン： ブランドを示すものや株式会社ニコンのみに適用されるもの
グループ会社：連結子会社（80社）
ニコングループ：株式会社ニコンおよび連結子会社

発行
2023年8月（前回2022年7月）
年次報告として年1回発行。なお、バウンダリ拡大等に伴い、過去の
環境パフォーマンスデータを一部変更しています。

参考にしているガイドラインなど
GRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダード（GRI スタンダード）
気候関連財務情報開示タスクフォースによる提言 最終報告書

GRI内容牽引
GRIスタンダードの各項目との対照は、GRI内容牽引に示しています。

編集方針
ニコングループでは、社会の持続可能な発展に貢献し、とも
に成長する企業をめざしています。そして、その基本となる考
え方や取り組みの情報をステークホルダーの皆様に積極的に
開示することで、信頼関係を向上させたいと考えています。
「サステナビリティ報告書2023」は、ステークホルダーの皆
様に非財務情報を網羅的に開示するため、「GRIサステナビリ
ティ・レポーティング・スタンダード（GRIスタンダード）」を参
照の上、制作しています。また気候変動については、「気候関連
財務情報開示タスクフォース（TCFD）」の提言に基づいた情報
開示を行っています。その他、必要に応じて国内外の基準やガ
イドラインなどを参考にしています。
本報告書は、ニコングループのマテリアリティに沿って構
成し、対象期間の活動と実績を報告しており、詳細なデータは
「サステナビリティ報告書2023データ集」で開示しています。
このデータ集の★を付しているデータは、数値の信頼性向上
のため、デロイト トーマツ サステナビリティ株式会社による
国際保証業務基準（ISAE）3000、ISAE3410に準拠した第三者保
証を受けています。

※1 環境データについては、p.057「ISO 14001取得状況とデータ区分」に対象範囲を定義して
います。また、これ以外に個別の対象範囲を定義している場合には、各掲載場所にその旨を
明示しています。

※2 「従業員」には、ニコングループの役員、正社員、嘱託、契約社員、派遣社員、パートタイマー、
アルバイトが含まれています。

※3 財務内容に関わる数値は、億円表示は単位未満を切り捨て、百万円表示は単位未満で四捨
五入しています。また、それ以外の数値については、表示以降四捨五入しており、内訳と合
計値が一致しない場合があります。

「サステナビリティ報告書2023」について

● 財務情報、非財務情報の開示について

主に投資家や株主の皆様に、業績、コーポレート・ガバナンスなど財務・非財
務の情報を開示しています。
●中期経営計画・決算説明会資料、有価証券報告書
●コーポレート・ガバナンスの詳細情報
など

GRI内容牽引（➡ p.G-01）

お問い合わせ先
株式会社ニコン　サステナビリティ戦略部
〒108-6290 東京都港区港南2-15-3 品川インターシティC棟
TEL： 03-6433-3722
E-mail： Csr.Info@nikon.com
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https://www.jp.nikon.com/company/sustainability/report/2023/data_index2023.pdf
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